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1. まえがき

高電圧遮断器の技術開発は，電力系統の高電圧大容量化

や系統構成の変化に伴う電流遮断責務の多様化，高経年品

への保守・更新と延命化，地球温暖化対策としての SF6ガス

使用量の抑制を目的とした小型化技術に注目し，進められ

てきた。 

最近では 4 年前に経験した東日本大震災から，遮断器を

含めた電力機器の自然環境から受ける影響の重要性を再認

識させられた。さらに，分散電源化や再生可能エネルギー

の適用なども進みつつあり，中でも洋上や地下といった，

特殊環境への対応にも直面している。 

地球温暖化も含め広い意味での自然環境への影響に対す

る配慮も今日の最重要課題の一つである。環境負荷低減の

観点では， SF6 ガス使用量の削減や，電流遮断に伴う分解

ガスへの対処など遮断器の直接的な技術だけでなく，延命

化による環境負荷低減，送電損失を低減する UHV送電や直

流送電を普及させるための遮断器技術など，高電圧遮断器

が環境負荷低減へ貢献できる技術課題も少なくない。 

近年の CIGRE の SC A3 関連会議では，“Environmental 

Suitability” や “Sustainable Technologies; Impact of/on 

Environment”といった優先議題が繰り返し掲げられている

ように，「環境」というキーワードに対し，遮断器が環境か

ら受ける「影響」と，環境へ与える「影響」の両側面は互

いに関連し合うものである。このような背景から，高電圧

遮断器の設置環境適応と環境負荷低減に関する配慮事項及

び要求事項と，それらに対応するための技術について調査

し体系的にまとめることを目的として，本委員会を設置し

た。 

最近の電気学会技術報告では，「遮断器の性能評価技術に

関する最近の国内外動向」(1312 号)，「交流遮断器改訂規格

の適用ガイドおよび電力系統での遮断責務」(1200 号)，「遮

断器の信頼性とその向上技術」(1116 号)，「ガス遮断器の遮

断技術動向」(993号)，「特定用途遮断器の技術と適用状況」

(865 号)の中で，部分的に環境適応性や環境負荷に関する技

術に触れられている。しかし，いずれも断片的な記述であ

り体系的な調査は行われていない。このため，本調査専門

委員会では以下の項目について調査検討を行った。 

（１） 大震災等の自然災害による遮断器の被害状況

（２） 遮断器の設置環境適応への要求と技術

以下項目に関し，設置の実態および適用規格，要求

事項への対応技術など。 

・地震，津波，気候（塩害・雪・気温・雨・湿度・雷）

・EMC（電磁環境適合性）

・振動騒音および特殊用途（洋上・地下等）

（３） 環境負荷低減を取り巻く動向

・地球温暖化に対する最近の動向

・3R（Reduce，Reuse, Recycle）技術の考え方

・環境関連法・規格および環境関連制度

（４） 遮断器の環境負荷低減関連技術

・LCA（ライフサイクルアセスメント）

・小型化技術

・RCM，延命化

・SF6ガス大気圧放出抑制および再利用

・SF6代替ガス遮断器

・振動・騒音，EMC対策

・送電損失抑制や再生エネルギー利用による遮断器への影

響 

2014 年 10 月設立から，解散までに 12 回の委員会を開催

し，文献調査等を中心に調査検討を行ってきた。未曾有の

東日本大震災にあっても遮断器の被害は極めて少なく，高

い信頼性を誇ることも明らかになった。また，特殊設置環

境の調査も実施した。さらに，環境負荷低減技術について

は，代替ガス遮断器のような遮断器の直接的な技術だけで

なく電力システム全体の環境負荷低減を支える遮断器技術

という視点による技術整理も重要であることがわかった。 

図 1.1 本調査専門委員会の調査範囲 

Fig. 1.1 Research region by this research committee 
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